
教育委員会会議録 

日 時 令和 5 年 3 月 15 日（水） 9 時 10 分～12 時 00 分 

場 所 阿久比町役場 会議室１０１ 

出席委員 

教育長  竹内 淳 職務代理者  竹内 比名子 

委 員  中條屋 由香里 委 員    稲葉 清仁 

委 員    竹内 賢司  

欠席委員  

出席した 

職員 

中川教育部長 山内社会教育課長 

万年指導主事 平野給食係長 

稲田課長補佐兼庶務係長 生田係長 

作成者 学校教育課課長補佐兼庶務係長 稲田惠嗣 

１ 前回教育委員会議事録確認 

２ 教育長報告 

３ 議事 

（１） 後援名義使用許可申請について 

こどもの未来応援講座                    

（２） 後援名義使用許可申請について 

愛町Jrマーチングバンドファミリーコンサート2023        

（３） 環境審議会委員の選出について                                      

（４） 子ども・子育て審議会委員の選出について              

（５） 青少年問題協議会委員の選出について               

（６） 阿久比町給食センター運営委員会委員の選出について        

（７） いじめ等問題対策連絡協議会委員の選出について          

（８） 令和5年度愛知県市町村教育委員会連合会役員の選出について    

（９） 阿久比スポーツ村交流センター利活用（外部）検討委員会委員の選出について 

（１０）  令和５年度町教育方針について 

（１１）  その他 

 

４ 報告及び連絡事項 

 ・後援名義使用許可等一覧について  

   許可    １件     

   実績報告  １件 



    

 ・教育委員行事日程について 

 

 ・その他 

 

【令和 5 年 2 月 15 日（水）開催の教育委員会会議 会議録】 

１ 前回教育委員会会議議事録承認 

 

２ 教育長報告 

（竹内教育長） 

 ・3 月議会一般質問で幼保小中一貫プログラムの効果について質問があった。 

・3/7 中学校の卒業式があり、卒業生はコロナで今まで歌えなかった校歌を初めて歌った。 

・県民の日の制定について。 

 

    

３ 議 事 

 

（１） 後援名義使用許可申請について 

「こどもの未来応援講座」 

 

   おやこラボ新村氏説明 

●主な説明● 

・各自治体と連携し教育に関する講座を行っている。0 歳から 6歳までの未就学児の保護者を対象

とした子どもの個性と才能発見講座と家計管理の勉強会を行います。月に 20 回ほど各自治体と連

携して講座を行っています。後援も約 40自治体から承認をいただいています。おやこラボとして

はプログラミング教室や体操教室を名古屋市昭和区で事務所を構え行っています。講座では吉井伯

榮武蔵野学院大学客員教授の講座を認定子育て診断士がお伝えします。勉強会ではお金と上手な付

き合い方をお伝えします。 

 

（稲葉委員） 

おやこラボの組織についてよろしいでしょうか。会計で第 10 条に会の経費は会費、その他の収入

をもってこれに充てるとなっているのですが、今回の講座については資料があり、主催者負担とな

っているのですが、そのおやこラボが負担する部分について教育と相反する宗教、政治などが後ろ

に見え隠れすることがありませんか。 

 

（新村氏） 

そういう質問は多くいただいておりまして、ニュースである宗教団体や強制的な徴収をする団体も

いますので、そういう部分を払しょくするために団体の名称を 2月におやこラボに変更しました。



それまでは日本親子応援団という名前でしたが、宗教団体が絡んでいるのではないかという質問が

多く寄せられ、より分かり易い名称という事でおやこラボという名前に変更しました。宗教団体と

関連したり寄付を募ったりすることはありません。体操教室でいただくお金で活動を行っていま

す。 

 

（稲葉委員） 

今の説明と、今までの実績で問題はないと思いますが、疑義を持たれないという観点からおやこラ

ボさん自体の収支を出していただくということは可能でしょうか。 

 

（新村氏） 

私の一存では即答しかねますので一度検討させてください。 

 

（竹内比名子委員） 

会費は会員から定期的にもらっているのでしょうか。 

 

（新村氏） 

定期的に会員からお金をもらうという事はしていません。開催時に合わせて徴収していくので団体

で持っているお金で活動に充てていっています。毎月定額を会員からもらっているという事はあり

ません。 

 

（竹内比名子委員） 

開催時に徴収という事は金額など決まっていないという事ですか。 

 

（新村氏） 

各地区で行う講座についてはチラシ代と会場費を支払う形になりますので、資料のようにどの地区

も 5 万円くらいの金額になります。名古屋市は無料の施設がありますのでチラシ代だけになります

が、そこまで負担になることもないので参加者からは費用をもらうことなく実施しているところで

す。 

 

（竹内賢司委員） 

定員が 10名となっていますが 4日間開催されるのですが、希望者が増えていくのか逆に減ってい

くのか。10 名をどのようにして決めるのでしょうか。会員と参加者の 10 名の関係はどのようにな

っていますか。あと参加者の声があれば聞きたいですが。 

 

（新村氏） 

新着 10 名としていますが、会場として 30 名ほどの規模ですので実際には 20 名ほどの人数を受け

入れることになると思います。チラシの配布するタイミングのもよりますが、各地区とも 40 名ほ

どの応募をいただいています。コロナという事もありましたので溢れてしまった人には次回開催や



近隣開催を案内しています。5名しか集まらない事もありますし 40 名集まるという事もあります。

そこは調整しながら行っています。講座が終わった後にアンケートを取っていますので講座を受け

た感想にはいいお話をいただいていますので、我々も何回も講座を行っていて、クレームは一度も

ありません。会員が参加者として参加していることはありません。参加された方でより興味をお持

ちいただいた方に、おやこラボの説明をしています。 

 

（竹内賢司委員） 

どの様な方が会員になるのですか。 

 

（新村氏） 

体操教室に来ていただいたり、我々の施設を開放しているときに今後も参加していきたいですとい

う方に会員に、非会員でもいいのですがお話をさせていただいています。施設が昭和区にあります

ので郊外の方にという事はありません。近隣の方で子育てに興味がある方に来ていただいて案内を

しているところです。 

 

（中條屋委員） 

チラシに講師の方が載っていないのですが。先生のお話を代わりに伝えるという 2段になっている

こと詳しく教えてください。 

 

（新村氏） 

吉井先生が心理学と行動の統計を取って分析することを開発したのですが、その先生が子育て診断

士の資格を発行する協会を立ち上げまして講座を開いて資格を発行した人が子育て診断士となりま

す。各エリアで認定子育て診断士の資格を取得し講師となって講座を行います。そのエリアごとに

自分が講師になることもありますスタッフが講師を務めています。 

 

（中條屋委員） 

その認定する機関名は何になりますか。 

 

（新村氏） 

日本パーソナルコミュニケーション協会です。 

 

（中條屋委員） 

お金の方の講師は誰ですか。 

 

（新村氏） 

ＦＰ（ファイナンシャルプランナー）になります。 

 

 



（中條屋委員） 

おやこラボさんの活動として聞きますが、収益を得る部門としては親子体操教室、キッズプログラ

ミング体験の 2つのところで上げているのでしょうか。 

 

（新村氏） 

そうですね、プログラミングは教材費もかかっていますのでそれを含めて徴収しています。 

 

（中條屋委員） 

その他のところは無料でしている。 

 

（新村氏） 

そうです。 

 

（中條屋委員） 

そうするとほかの方々はボランティアで活動されている。 

 

（新村氏） 

我々も他に仕事をしていますので、こちらはボランティアという意味合いが強いです。 

 

※新村氏退席 

 

（竹内賢司委員） 

各教育委員会から後援をもらっているので会場費は減免になっていることが多いと思いますが、こ

の金額でできるのだろうかというのが行政の立場からどうでしょうか。 

 

（竹内教育長） 

アイプラザで行うのにその費用がいるという事なのではないでしょうか。 

 

（中條屋委員） 

年間これだけの講座を行ってそれを全て自分たちの方で費用をねん出するという事になるのであれ

ば、法人の収入が相当あるという事になりますよね。法人の収支内訳は無いのでしょうか。 

 

（稲田補佐） 

後援申請を出すにあたっては事業の収支内訳書の提出を求めていますが、団体の収支内訳は求めて

いません。 

 

 

 



（竹内教育長） 

県教委も財務部分に疑義があるのであれば承認をしていないと思いますので、そこはクリアされて

いるのではないでしょうか。 

 

（稲葉委員） 

県教委にそのあたりの確認をしたうえで問題が無いと判断ができたら承認をするというのはどうで

しょか。 

 

（稲田補佐） 

分かりました。県の生涯学習課に確認をします。 

 

 

（２） 後援名義使用許可申請について 

愛町 Jr マーチングバンドファミリーコンサート 2023   

   愛町 Jr マーチングバンド関根氏説明 

●主な説明● 

・マーチングバンド・カラーガード・バトントワリングの知多半島での普及発展と青少年の健全育

成のために活動。メンバーは主に知多半島に在住。5 月に半田市福祉文化会館でコンサートを行いま

す。入場は無料。 

 

（中條屋委員） 

事業計画書で参加人員が 200 人となっていますが出場者でしょうか。 

 

（関根氏） 

はい、そうです。下は幼稚園保育園から上は社会人までいまして全員合わせると大体 200 人くらい

になります。出演者です。 

 

（稲葉委員） 

規約で会費が載っていて、これは会員が納めているという事だと思いますが、資料の最後に企業の

広告が載っていますが、この会社はどんな関係でしょうか。 

 

（関根氏） 

メンバーの保護者の会社になります。 

 

（稲葉委員） 

載せているという事は寄付をいただいているという事ですか。 

 

 



（関根氏） 

通常の活動ではなく、プログラムを作る費用や弁当、お茶などをいただいております。 

 

（稲葉委員） 

協賛をしていただいている企業という理解でいいですか。 

 

（関根氏） 

広告を載せていますが、この企業さんたちはご支援いただいているので、せっかくなので載せさせ

てもらっています。こちらから求めた訳ではなく自分の子どもたちが出るのであればという事でい

ただいております。 

 

（竹内比名子委員） 

寄付金がありますが、今の企業とは関係ない。12 個と書いてあるので協賛した企業があるという事

ですか。 

 

（関根氏） 

先ほど説明した企業のことになります。企業だけでなく子供が出ているから応援したい方もいま

す。 

 

※関根氏退席 

 

（稲葉委員） 

企業の協賛の部分について何か一筆書くことはできるのでしょうか。協賛について一切受け付けな

い団体さんもいましたし、こちらで確認しました、向こう側にハンドルを預けるという事が無いよ

うにしたいのですが。寄付する人の毛色の問題です。そういった人たちを排除できるように。1回

目通ると 2回目からはチェックされることもないですので。 

 

（竹内教育長） 

そこについては許可を出すときに寄付する企業が宗教や反社会団体ではない旨を記入するという事

ですが。 

 

（中川部長） 

規約を一度確認しまして文言を入れる方向で考えたいと思います。 

 

（３） 環境審議会委員の選出について 

   建設環境課 米塚係長が説明 

●主な説明● 

阿久比町環境審議会の任期満了に伴う委員の選任について。 



環境基本計画の策定や、環境保全に関する事項を決定します。審査委員は 12 人以内でそのうち教

育委員から現在、竹内賢司委員にお願いしています。任期は 2年。期間は令和 5 年 6 月 27 日から 2

年間お願いしたいと思っております。 

 

※質疑なし（稲葉委員） 

 

（４） 子ども・子育て審議会委員の選出について 

    子育て支援課鈴木課長、森係長が説明 

●主な説明● 

・子ども子育て支援法では施策にかかわることや支援計画の策定について合議制の機関を設けて審

議することになっている。町でも審議会の設置条例を設け、平成 28 年度より組織している。 

・教育委員会からも中條屋委員になっていただき参加していただいていた。 

・阿久比町子ども・子育て審議会条例第 3 条に基づき依頼する。教育委員から 1 名の推薦をいただ

きたい。任期は 4 月から 1 年間。 

・審議会は年間 3 回～4 回、報酬は 1 回 6,000 円。 

 

※質疑なし（竹内比名子委員） 

              

（５） 青少年問題協議会委員の選出について 

     新海社会教育課長補佐説明 

●主な説明● 

・青少年問題協議会委員について教育委員より 1 名委員となっていただいております。4 月から 2

年間お願いをしたい。会議は毎年夏休み前の 7 月に年 1 回開催しております。会議の内容として

は町青少年健全育成地区推進協議会における事業や県青少年育成県民会議を中心とした各県民運

動を報告・協議をしています。また、半田警察署生活安全課の職員の方に講和をお願いしたこと

もあります。 

 

※質疑なし（中條屋委員） 

               

（６） 阿久比町給食センター運営委員会委員の選出について 

     竹内課長補佐説明 

●主な説明●  

阿久比町立学校給食センターの設置及び管理に関する条例に基づき、給食センター運営委員会を組織

しています。教育委員より1名の選出をお願いします。任期は4月から2年間 

 

※質疑なし（竹内比名子委員） 

       

（７） いじめ等問題対策連絡協議会委員の選出について 

     生田係長説明 



●主な説明● 

町におけるいじめ等の問題を検討し未然防止、早期対応に努め、豊かな心を持ちたくましい精神を持っ

た児童生徒の育成を図ることを目的に協議会を設置しています。教育委員会より1名の選出をお願いしま

す。任期は4月から1年間。 

 

※質疑なし（稲葉委員） 

          

（８） 令和5年度愛知県市町村教育委員会連合会役員の選出について 

     稲田課長補佐説明    

●主な説明● 

令和5年度愛知県市町村教育委員会連合会で阿久比町より監事を1名選出しなければならない。令和5

年7月から令和6年6月までの任期。理事会が年3回予定しており、7、2、5月に行われる。 

 

※質疑なし（中條屋委員） 

 

（９） 阿久比スポーツ村交流センター利活用（外部）検討委員会委員の選出について 

     天野社会教育課長補佐説明 

●主な説明● 

交流センターにおける生涯スポーツ、文化活動の振興・普及、町民の健康及び体力の増進を目的とした

利活用を検討するため委員会を設置します。3月に1度会議を行いますので1月間の委嘱状をお渡しし、任

期は4月から2年間です。 

 

※質疑なし（竹内賢司委員） 

 

（教育長） 

 ありがとうございました。教育委員への各委員の選出についての説明が終わりましたのでどの委

員を受けていただくか検討に入りたいと思います。事務局として案はありますか。 

 

（稲田補佐） 

委員の任期には 1 年や 2 年のものがあります。これとはまた別になりますが、令和 6 年度に阿久

比町が知多地方事務協議会の幹事になることが予定されており、職務代理者が出席する会議が多

くなるためそこを考慮して委員の配置を決めていただきたいと思っています。事務局として案を

作成しましたのでそこをベースに検討していただければと思いますが如何でしょうか。令和 6 年

度知多地方事務協議会の幹事となったときの教育委員からの選出は任期のある稲葉委員にお願い

しなければならないのでその年度は職務代理者のあて職は極力減らしていきたいと思っていま

す。 

 

※提案について異議なし。 

 



   

（１０） 令和５年度町教育方針について 

     万年指導主事、山内社会教育課長説明 

●主な説明● 

県があいちの教育ビジョン 2025 という 5 か年計画に沿って作成。町の基本理念も県に沿っており、

後半部分は幼保小中一貫教育の理念を載せています。 

令和 5 年度のテーマは「自ら学びに向かう教育を全ての年代で推進し、自己の可能性を伸ばす力を

育てよう」 

 

（竹内賢司委員） 

社会教育の（４）文化・芸術・スポーツ活動の支援で総合型スポーツクラブ・・・の部分に健康推進を

入れることはできないだろうか。 

 

（山内課長） 

分かりました。入れられるか一度検討します。 

 

（１１） その他 

 

 

４ 報告及び連絡事項 

 

 ・後援名義許可等一覧（事務局専決分）について 

   【許可】    5 件 

    第 287 回 4 月月例会 「はねる Babies マレット」 

    第 288 回 4 月月例会 「はねるマレット うたうマリンバ」 

    第 42 回こどもまつり 

    令和 5 年度知多中部学童部春季大会 

    2023 第 30 回国際ピアノコンクール in 知多 

   【実績報告】  4 件 

    作文コンクール 2022 知多の子どもからのメッセージ 

    愛知万博メモリアル 第 15 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

    第 285 回 1 月月例会 「あそび星みーつけた」 

    阿久比吹奏楽団第 8 回定期演奏会 

    

 ・教育委員行事日程について 

   資料 12 について稲田係長が説明 

     4 月～6 月分 

    次回の教育委員会会議 

   4 月 12 日（水）阿久比町役場会議室１０１ 



     

・その他    

  生涯スポーツ推進計画について 

アレルギー除去食の提供（年間報告）について 

給食の地産地消率について 

  箸セットについて 

子ども読書基本計画について 


